
白岡・蓮田ひまわりプロジェクト
～ひまわりを植えてみんなで元気になろう～
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事業報告



研究助成事業
概要

 白岡市及び蓮田市の遊休農地を活用して、油脂用ひまわり・観賞用ひ
まわりなどを地域の住民・子供たちと一緒に栽培育成。

 当協会が関わることで地域が活性化し、街づくりに貢献する。
「産・官・学・民」の連携事業の社会実験を目的とする。

 プロジェクトを通じて、地域の高齢者を中心に子供会などを巻き込み、
多世代交流やささえあい活動として地域づくりが定着することを期待。



事業開始前夜①

在宅介護推進部会
１１月  在宅介護推進部会の提案を受けてその準備

を開始したのは、事業開始前の１１月でした。

 N社の皆さんの応援を受けて、協力してくれそ
うな皆さんに説明会を開き、少しずつ皆さんの
気持ちが広がっていきました。

 柴山地区では活性化クラブの皆さんが、上野
田地区ではいきいき健康cafeの皆さんが、ウエ
ルシアハウスではささえあいしらおかの皆さんが、
それぞれ協力を約束してくれました。



事業開始前夜②

ウエルシアハウス
説明会１２月

 この日ウエルシアハウスには、蓮田ひまわり園の野村さんや柴山活性化クラブ
の内田さん、白岡市街づくり課の千葉さん、地域の皆さんなど集まり、在宅
介護推進部会の小原部会長・昭和大学の倉田先生はじめ大学関係者も
一緒に説明会を聞くことになりました。



研究助成事業
申請１月

ヘルスケア学会
での発表３月

そうだ
JAHIの研究事業募集に申
し込んで、年次学会で発表

しよう！



研究事業決定

記者会見５月



実行委員会と
プロジェクト
結成５月

ひまわりがつなぐ、地域の高齢者と子供たち・・



ひまわりの歌

ひまわり大使
ハルちゃん

ひまわり大使

陽葵（はるひ）ハルちゃん

ひまわりのうた

ハルちゃんの叔母（常見）さん



事業経過①
作付け農作業５月
種まき５．２１



柴山コスモス園のN社実演会（搾油）
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事業経過②
N社実演会５・２１



事業経過③
あずま屋５・２２



事業経過④
上野田白石農園
５・２６



事業経過⑤
ハルちゃん農園
５・２７



事業経過⑥
白岡高校支援学級
５・２７



放課後等デイ
サービス
「そらキッズ」



事業経過⑦
ひまわり開花
７・２０



事業経過⑧
オープニング準備
７・２１



事業経過⑧
オープニング
７・２５



プロジェクト
参加団体
２７団体ほか



事業経過⑨
オープニング
上野田祭り



事業経過⑩
オープニング
蓮田ひまわり園



事業経過⑪
ひまわり収穫
柴山コスモス園



事業経過⑫
ひまわり収穫
上野田白石農園



事業経過⑬
ひまわり収穫
蓮田ハーブ園



事業経過⑭
ひまわり収穫
タネの選別作業①



柴山・上野田
 ひまわり収穫報告

１１月



ひまわりの
搾油



達成目標と
評価指標

達成目標

①ひまわりプロジェクトで「地域が元気になる」

⇒営利追及から社会参加・SDGｓの時代への期待＊＊元気になろう！

：地域・行政機関・市民団体・民間企業・教育機関・当協会が

それぞれ元気になったか？

②ヘルスケア協会の「公益事業として取り組む」

⇒産業団体から公益事業団体としての飛躍＊＊公益性の獲得

：協会傘下の各部会が、公益事業としてどのように取り組んだか？

③産官学民の連携事業を進める

⇒公益事業の基本である多様な社会資源と繋がり、市民に還元する

：当協会・行政機関・帝京平成大学・地域団体と市民の

連携ネットワークはどのようにつくられ、還元できたか？

評価指標



事業成果と
今後の課題①

事業成果①・・・ひまわりプロジェクトで「地域が元気になる」

⇒営利追及から社会参加・SDGｓの時代への期待＊＊元気になろう！

地域・行政・市民・企業・教育機関・当協会がそれぞれ元気になったか？

・白岡市の行政は市長以下副市長や街づくり課・観光協会・環境課の応援を
得ることが出来た。が、「一緒に取り組めたか？」と問われれば、多くの課題が
残った。縦割り行政など庁内の連携が大きな課題。

・蓮田市の行政にはほとんど連携がとれていない。蓮田ひまわり園の後援団体
「空飛ぶアヒル」からS議員が誕生し、その関係で市長以下が見学に来たがそれ
以上の進展はなかった。今後に期待する。

・行政・市民団体を含めた実行委員会などを作り事業を進めたが、今回の事
業のような「公益モデル形成」という広域的な事業に慣れていない、経験が不足
しているなどの課題が残った。やはり継続が力となるを実感する。

・当協会と傘下の企業は、N社とT社・S社の参加にとどまった。各企業の事業
に対する関心は高いが、実際の行動部隊を動かす余裕がない、サポーターが育
成されていないという課題が浮き彫りとなった。一方JAHIの事務局は記者会見
など多くの労を担い、事業推進をバックアップした。

・帝京平成大学薬学部・白岡高校支援学級・障がいデイそらきっずなどの新た
な参加があり、教育関係者の事業連携には期待が大きい。教育機関は日常
的な公益事業を展開している関係で、事業参加には経験値があると言える。



事業成果と
今後の課題②

事業成果②・・ヘルスケア協会の「公益事業として取り組む」

⇒産業団体から公益事業団体としての飛躍＊＊公益性の獲得

協会傘下の各部会が、公益事業としてどのように取り組んだか？

・街づくり部会・在宅介護推進部会など各部会の参加があったが、これまでの経
験から「イベント開催」「ブース出店」の実績はあるものの、「地域との連携」や
「公益性」の点ではまだまだ弱いと実感する。

・一発勝負ではなく「日常的な」「継続的な」取り組みを創出すること、企業各
社を横断的に繋げたチームや組織が必要なのかもしれない。

・地域包括ケアあるいは地域包括ケアシステム自体が分かりにくいという問題と、
同時に「地域つくり」という課題が商品開発・販売・収益向上という企業戦略の
中では見えにくいのだろうか。

・SDGｓや社会貢献がまだまだ浸透していないのか・・・。

・翻って考えると、公益団体となったとはいえ「公益事業」や「公益性」についての、
各部会や全体での議論が弱かったと反省している。今回の事業だけではなく一
度基本的な議論をする時期になってるのではないか、そのことが現実的な課題
となったという意味では、まさに公益事業１年目の課題が鮮明になったと言える。

・今一度立ち止まって「公益事業の展開」についての議論を始めることが、今まさ
に急務であると感じている。



事業成果と
今後の課題③

事業成果③・・・産官学民の連携事業を進める

⇒公益事業の基本である多様な社会資源と繋がり、市民に還元する

当協会と市民との連携ネットワークはどのようにつくられ、還元できたか？

・小原部会長の骨折りで中野区との様々な連携事業が進行している。中野区
と当協会とのコンソーシアム構想などの協議や取り組みが、中野区の介護事業
者を基盤とする市民団体であるMIKANを軸に、町会や区民活動センターなど
に拡がりを見せている。

・ひまわりプロジェクトにも中野区から応援部隊が参加し、その中から玉ねぎやイ
チゴ栽培などの農福連携の動きが始まり、今後に向けた動きが作られつつある。

・この動きは当初のひまわりプロジェクトでは予想しなかった展開であり、農村や
農業が抱える「過疎化」や「農業従事者の後継者不足」などの課題にも取り組
むきっかけを含んでいると感じている。

・本来は地域内での担い手の育成やチームの形成が望ましいのであろうが、現
実的には「過疎化」の最大の要因である地元のエネルギー不足はいかんともしが
たいものがあり、当面は「外部導入」による活性化の刺激が残存している地域の
人的資源とコラボして、再活性化を図るしかないと感じている。



今後の課題①
事業継続の方向性

①事業成果を公益モデルとして還元する

・ひまわりの栽培とそれにかかわる農作業・管理作業・運営などのノウハウは、
「事業の一通りの流れ」を経験し課題と実績を得たといえる。
ともかく「ひまわりを咲かせること」「それをみんなで楽しむこと」「タネを収穫して搾
油する」「ひまわり油を販売する」までの工程は経験した。

・次の段階として、この一連の取り組みを

１：どのように地域住民・市民に根付かせていけるか

２：地域が「主体的に」取り組めるようにするための人材育成

・また、農業生産物を収益に転換し、その収益で継続的に事業を運営するには
どのような取り組みが必要か。その事業の支援の仕組みと予算のねん出を図る
ことが必要となるだろう。



今後の課題②

ヘルスケアサポーター
養成講座の開設

ヒトとモノと社会参加の機会を市民に提供する。

今回の事業を通して実感するのは、やはり「人材育成」という課題
である。その上で「継続的な事業を運営するスタッフの養成」を痛
感する。

現在部会で検討中の「ヘルスケアサポーター養成講座」がその構
想には最も近いと感じている。

この養成講座の立ち上げと運営を通して、今後の事業展開を進
めていきたい。

これが今回の事業の結論である。



次年度以降の
事業継続計画

①ひまわりプロジェクトとサポーター養成講座の連動

②ステップアップとして今後も研究助成事業に応募

③あくまでも事業を継続。事業の大小に関係なく
可能な限り自立的な事業展開を推進する



中野区
暮らしの保健室
桃園の開始



中野区MIKAN
との連携

玉ねぎとイチゴ
の栽培１１月

ホタルの池と
ホタルの里構想

５月



２０２４年５月

２年年目の
ひまわり畑

今年は「田植え」
と「米つくり」

を新たに企画した。



事業経費報告
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